
今年度の進め方について
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資料-3

〇新丸山ダム周辺振興ビジョンの要点は、2019（平成31）年度に周辺地域（瑞浪市・恵那市・
八百津町・御嵩町）と新丸山ダム事業者・管理者が主体となり、水源地域協議会やワーキン
グでの意見交換・検討を行い作成｡

○今年度以下の観点で検討し、「新丸山ダム周辺地域振興ビジョン（仮称）」の策定を予定。

• 2020（令和2）年から、新型コロナウイルス感染症の拡大を踏まえ、テレワークの導入やオフィスの地方分散が

行われ、働き方に変化が生まれるとともに、デジタル社会が急速的な進展している。

• また、働き方の変化とともに、人生観、価値観、習慣などを含めた個人のライフスタイル（生活様式・営み方

法）の多様化し、地方暮らしへの関心やニーズ、機運が高まっている。

2019 2020 2021 2022 2023~

社会情勢の変化

新丸山ダム周辺地域振興
ビジョンの要点 作成

周辺地域やダムを活用した地域振興の
施策・アクションプランの検討

新丸山ダム周辺地域振興
ビジョン策定（予定）
⇒方針・基本的な考え方

ビジョンに基づく、具体的な地域振興施
策や魅力をつなぐプロジェクト（案）・
周辺地域アクションプランの検討・策定
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新丸山ダム周辺地域振興ビジョン（仮称）の策定イメージ（案）
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魅力をつなぐプロジェクト（案）



年月 協議会・WG 検討内容

2022年
9月20日

第３回
協議会

• 今年度の進め方の共有

• 新丸山ダム水源地域協議会のこれまでの経緯

• 新丸山ダム周辺地域振興ビジョン（仮称）（案）の目的・位置付けの説明、骨子への意見

• 各地域における地域振興取り組み状況（現状・将来像）に対する意見交換

2022年
10月

R4.
第１回WG • 新丸山ダム周辺地域振興ビジョン（仮称）（案）に対する意見交換

• 過年度の具体的施策の検討内容の共有

• 魅力をつなぐプロジェクト（２市２町や関西電力、木曽川水系ダム統合管理事務所、新丸山ダム
工事事務所が連携する具体的な施策））（案）の作成
（EX：文化・体験・歴史など、各市町や団体で連携する施策（切り口）を検討）

• 来年度以降のアクションプランの方向性確認

R4.
第２回WG

2023年
3月

R4.
第３回WG

2023年
3月上旬

第４回
協議会

• 新丸山ダム周辺地域振興ビジョン（仮称）の策定予定

• 魅力をつなぐプロジェクト（２市２町や関西電力、木曽川水系ダム統合管理事務所、新丸山ダム
工事事務所が連携する具体的な施策）（案）の確認

• 来年度以降のアクションプランの方向性確認

• 平成31年度に関係自治体の協力のもと、「新丸山ダム周辺地域振興ビジョンの要点」をとりまとめた。
• ビジョンの要点を基に、近年の社会情勢等を踏まえ、地域振興の基本となる共通の方向性や考え方、また、
その実現に向けた取組について「新丸山ダム周辺地域振興ビジョン（仮称）」として策定予定。

新丸山ダム周辺地域振興ビジョン（仮称）の策定スケジュール（案）

3


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

